
                               

                                                                                    
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                                                                                            

                                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
                                                                                                                                               
  
 
 
   
 
 
 
    

 

粘り強く 最後までやり通す

場面の設定と評価 

 

体験活動と ICTを 

効果的に使った学習 

 

 

＜育てたい資質・能力＞ 

○学び合うことが楽しいと感じ，学び続けようとする  

○人・こと・ものとの関わりを通して考え，ICTを活用したり，

友達と話し合ったりしながら課題解決しようとする   

○家庭や地域での生活や他者と結び付けて学習を生かそうとす

る  

学び合う子供 

○約束やルールを理解し，自分なりに考え，行動しよう

とする 

○健康・安全について考え，よりよい生活をめざそうと

する 

〇学習活動・行事などに主体的に取り組み，最後までや

り通す姿を見せる       

 

○自他の良さを理解し，そのよさを生かしながら行動し

ようとする  

○相手の気持ちを理解しようと努め，相手の考えを尊重

しながらコミュニケーションを取ろうとする  

○友達と協力・協働しながら，皆のために役立とうとす

る                     

 

思いやりのある子供 心身ともに健康でたく ましい子供 

めざす子供像 

人との関わりを 

積極的に取り入れた活動 

 

協働型学校評価の重点目標【目標を持ち，挑戦する子供の育成】 

 

１学年 重点的な取組 

① 体験活動を適切に設定し，楽しさを感

じながら学べるような工夫をする。 

②  自然や生き物・友達との関わる場面を 

 設定し，良い関わり方に気付かせるよ 

 うにする。 

③ 学習で身に着けた基礎・基本を生活に

生かせるように体験的な授業を展開

する。 

１学年 重点的な取組 

① 認め合う言葉を知る機会を増やし，使

う場面を多く設定していくようにす

る。 

② 場や時に応じた気持ちの良い挨拶を

し，友達に温かい心で接することがで

きるような学級づくりをする。 

③ 協力し合う大切さを実感させるために，

当番や係活動などの友達と力を合わせ

る体験活動を充実させる。 

 

④  

１学年 重点的な取組 

① 約束やルールについて，そのルールが

あるわけなどを自分で考える場面を設定

していく。 

② 進んで体を動かし，安全に気を付けて
生活できるように，遊具や用具の正しい
使い方を丁寧に指導していく。 

③ 少し頑張ればできる課題の設定し，

「できた」気持ちを大切に積み重ねて

いき，挑戦する力にしていく。(◎) 

 

 

② 

 

 

③ 

学年目標   たのしく なかよく げんきよく 


